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1 はじめに

近年，ウェブカメラなどの普及によりテレビ電話やテ

レビ会議などが容易に行なえるようになってきた．しか

し，一般にカメラはディスプレイの外部に設置されてお

り，ユーザはディスプレイに映った相手を見るため，視

線が一致しないという問題が発生する．

この問題を解決する手段としてハーフミラーを使う手

法 [1]や，2台のカメラを使う手法 [2]が提案されている．

これに対して，我々は単一のカメラのみを用いた汎用的

な手法の実現を目指している．本手法は単一カメラから

得られる顔画像に対して，視線が一致した状況で事前に

撮影された目領域画像を合成することによって視線を一

致させる．本発表では合成に用いる目領域画像の撮影方

法に関する予備的検討を行なった結果について報告する．

2 手法概要

本手法はオフライン処理のデータベース作成段階とリ

アルタイム処理の合成段階に分けられる．

データベース作成段階では，テレビ会議で用いるカメ

ラと合成用の目領域画像を得るカメラの 2台のカメラを

使用する．まず，これらのカメラを用いて大量の画像対

を撮影する．次に，それらの画像対から目領域を抽出し，

それぞれのカメラで同時刻に撮影された目領域画像対を

データベースに登録する．

合成段階では，テレビ会議で用いるカメラから得られ

た視線の一致していない入力画像から目領域画像を抽出

した後，データベースの画像と比較して最も近いものを

探索し，得られた目領域画像と対をなす目領域画像を入

力画像に合成することで視線が一致した出力画像を得る．

3 実験および結果

視線が一致した画像の合成に適した目領域撮影用のカ

メラの配置を調査した．ここでは．テレビ会議用カメラ

がディスプレイの上部に設置されていることを想定した．

被撮影者には正面方向を見てもらい，正面から下方向に

5つの位置に目領域撮影用カメラを設置した (図 1)．

図 2に本実験で使用した合成画像の例を示す．これら

は図 1の条件で撮影したテレビ会議用カメラ画像に目領

域撮影用カメラ画像を合成した画像である．+9.5cmは

合成する前と等価である．

計 80枚の画像を 11人の被験者に対して提示し，「テレ

ビ会議で会話をしている想定で画像の人物と視線が一致

しているか否か」について回答してもらうことにより，

それぞれのカメラ位置に対して視線が一致していると感

じる割合を求めた．
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図 1 撮影条件
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図 2 提示した合成画像の例
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図 3 目領域撮影用カメラの位置と視線が一致している

と感じる割合の関係

実験結果を図 3に示す．目領域撮影用カメラの位置を

下げていくと視
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